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か

ん
　
ほ

　

四
萬

部
寺
の

施
主

の

氏
名
・

住
所
と

供
養

対
象
が

記

載
さ

れ
た

勧
募

ら
よロ
つ

帳
か

ら

得
ら

れ
た

二

〇
〇
九
年
と

二

〇
一
一

年
の

統
計
を
比
較
す
る

と、

二

〇
〇

九

年
か
ら

二

〇
一
一

年
に

か

け
て
、

家
名
を

記
さ

な
い

「

先
祖

代
々
」

や

「

水
子
」

が

減

少
し
、

「

戒
名
」

「

祈
薦
（

現

世
利
益）
」

が
増

加
す
る

傾
向
に

あ
る

。

男
女
差
を
み
た

場
合、

と

り
わ

け
顕
著
な

変
化
は

女
性
の

「

先
祖
代
々
」

が
二

四

二

％

か
ら
一

六
・
三
％
に

減
少
し
、

「

戒

名
」

が

二

八
・
五

％

↓
三

六
⊥
ハ

％

に

増
加
し
た
こ

と
で

あ
る

。

そ
の

要
因

と

し
て

嫁
い

だ

女

性
が
生

家
の

父

母
を
戒
名
で

供
養
す
る

と
い

っ

た

妻
方

の

死
者
供
養
の

ケ
ー

ス

が

増
加
し

た

点
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　

供
養
依
頼

者
の

分
布
状
況
を
み

る

と
、

檀
家
を
ほ
と
ん

ど
も
た

な
い

四

萬
部
寺
で

は、

新
盆

供
養
が

秩
父

市
と
そ
の

近
隣

市
町

村
で

慣
習
化
し

て

い

る

た
め

、

供
養
依
頼
者
の

多
く
は

埼
玉

県
西
部
に

集
中
し
て

お

り、

県

内
の

霊

場
寺

院
で

あ
る

金

乗
院
（
山
冂

観
音
）

や
永
福
寺
（
施
餓
鬼

寺）

の

あ
る

所

沢
市
・

杉
戸
町
と

そ
の

周
辺
に

四

萬
部
寺
の

依
頼
者
は

少
な
い

。

二

〇

〇

九

年
か

ら
二

〇

三

年
に

か

け
て

の

依
頼

者
数
の

増
減
を

み

る

と
、

県
北
部
の

深
谷
市
・

熊
谷
市
・

行
田

市
・

寄
居
町
な

ど
の

県
北
部
や

群

馬
県
で

増
加
し
、

秩
父
市
近
隣
の

東
秩
父

村
・

横
瀬
町
・

小
川
町、

県

外
で

は

千
葉
県
・

東
京
都
・

神
奈
川
県
で

減
少
し

て

い

る
。

増
加
の

理
由

と
し

て

は

秩
父
地
方
の

出
身
者
が
結
婚
な

ど

を

契
機
に

居
住
地
を

移
し
て

も

供
養
を
申
し
込
ん

だ

り、

秩
父
巡
礼
の

際
に
四

萬
部
寺
で

の

供
養
を
知

っ

て

申
し
込
む
こ

と

が
あ
げ
ら
れ、

減
少
の

理
由
と

し
て

は

新
盆
供
養
を

菩
提
寺
だ

け
で

な
く
四

萬
部

寺
で

も
行
う
慣
習
の

衰
退
が
考
え
ら
れ
る

。

　

供
養
対
象
に

お
い

て

も
緩
や

か
な
変
化
が
見
て

取
れ
た

が、

四
萬
部
寺

で

は

依
頼
者
に

お
い

て

も
同

様
の

傾
向
が
認
め
ら
れ
る

。

四
萬
部
寺
の

供

養
を
新
盆
供
養
の

た
め
に

の

み

行
う
人
も
多
く、

菩

提
寺
の

よ
う
な

継
続

的
な
関

係
で

は

な
く
一

年
単
位
の

短
期
的
な

供
養
形
態
で

あ
る

た
め

、

地

域
に

よ

っ

て

増
減
が
起
こ

り
や
す
く

、

そ
の

信
者
組
織
は

流
動

性
を

帯
び

て

い

る
と

考
え
ら
れ
る

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
ふ

ゆ

き

ざ
わ

ま

い

　

会
津
八

葉
寺
で

は
、

先
祖
供
養
と

新
盆
供

養
を

兼
ね

る
「

冬
木
沢

参

り
」

に

焦
点
を
あ
て、

イ
ン

タ
ビ
ュ

i
調
査
か

ら

得
ら

れ

た

供

養
の

経
緯

や
そ
の

対
象、

動
機
に

つ

い

て

報
告
し

、

と

く
に

原
発
事
故
に

よ

る

立

ち

入

り
禁
止
区
域
か
ら
の

避
難
者
が

先
祖

供
養
を

す
る

事
例
に

着
目
し

た
。

八

葉
寺
の

所
在

す
る

会
津

若
松

市
で

は

大
熊
町
役
場
が

会
津
若
松
市
役
所

に

臨
時
窓
口

を

設
け
た
り、

仮

設
住
宅
を

設
置
す
る

な
ど

避
難
者
の

受
け

入
れ

を

行
っ

て

い

る
。

避

難
者
た

ち
は

家
の

墓
地
や
菩
提
寺
が

福
島
県
沿

岸
部
に

あ
る

た
め

、

お

盆
の

儀
礼
や

お

墓
参
り
な
ど

を

営
む

こ

と

が

で

き

な
か
っ

た

が
、

八

葉
寺
の

こ

と
を

人
伝
で

聞
い

た

り、

チ
ラ

シ

を
見
て

知

る

こ

と
で

、

先
祖
供
養
を

申
し

込
む

例
が

み

ら
れ
た

。

こ

の

こ

と

か

ら
八

葉
寺
は

「

会
津
総
菩
提
所
」

と

称
さ
れ

る

よ

う
に
檀
家
制
度
に

依
拠
し
て

お
ら

ず、

様
々

な
人
々

の

供
養
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て

い

る
た

め
、

避
難

者
た

ち
の

墓
や

菩
提
寺
の

代
替
的
役
割
を
果
た
し
た
点
を
指
摘
し
た
。

「

生
・

死
・

死
後
」

の

色
の

イ

メ

ー

ジ

　
　
　

美
大
生
へ

の

質
問
紙
調
査
か

ら

1

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

久
保
田

　
力

　
本
稿
は
「

芸

術
と

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ
」

に

関
す
る

美

大
生
（
東
北

芸
術
工

科
大
学）

へ

の

二

回
目

質
問

紙
調
査
の

結
果
か
ら

、

生
・

死
・

死

後
の

色
の

イ
メ

ー

ジ

に

つ

い

て

の

分
析

報
告
で

あ
る

。

一

回
目
の

結
果
は

『

印
度
学
宗

教
学
会
論

集
』

三

七

号
に、

二

回
目
の

全

体
結
果
は

『

東
北

芸
術
工

科
大
学
紀
要
』

第
一

八
・
一

九
合

併
号
に

報
告
し

た
。

ス

ピ

リ

チ

348（1070）
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ユ

ア

ル

な
色

彩
感

覚
に

つ

い

て

の

研
究

報
告
は

筆
者
寡
聞
に
し
て

い

ま
だ

本

格
的
に

な
さ
れ
て

い

な
い

よ
う
で

あ
る
し、

色
に

対
す
る
意
識
や

感
性

は

芸
術
を
志
向

す
る

学
生
に

と

っ

て

は

必
須
の

課
題
な
の

で
一

考
の

意
義

は

あ
ろ

う
か
と
思

う
。

　

質
問
紙
で

は

計
四
六
項
目
の

質
問
を
し
た

。

そ
の

う
ち、

以
下
の

三

項

が

今
回
の

テ

ー

マ

で

あ
る

。

　

問
二

「

あ
な
た
の

現
在
の

「

生
」

を
一

色
の

色
で

イ
メ

ー

ジ

す
る

と

し

た

ら

何
色
で

す
か

。

ま
た
、

そ
の

理
由
も

簡
単
に

答
え
て

く
だ
さ
い
。

」

問
三

は

右
と

同
文
で
、

「

死
」

の

色
を

、

問
四
は

「

死

後
」

の

色
に

つ

い

て

問
う
た

。

一

般
に

は

答
え
に

く
い

質
問
で

あ
り、

＝

色
」

と
い

う
限

定
に

も
無
理
が
あ
る
こ

と
を
承
知
の

う
え
で

、

芸
術
系
の

学
生

対
象
な
ら

で

は
の

項
目
と
し

て

挑
戦

的
に

問
い

か

け
た

。

　
こ

れ
ら
の

質
問
へ

の

回

答
の

単

純
集

計
結
果
は
配
布
資
料
（
略）

の

通

り
。

「

生
」

の

色
に
関
し
て

は
、

多
い

順
に、

赤
（
一

八

％
）

、

白
（
一

五

％）
、

青
（

一

二

％
）

、

黄
（

約
一

〇
％
）

、

灰
（
約
九
％）
、

オ

レ

ン

ジ
（
八

％）
、

以
下

、

緑、

黒、

ピ

ン

ク、

茶
、

紫、

と

な
っ

て

い

る
。

ま
た

、

「

死
」

の

色
に

関
し

て

は
、

黒
（
三

九
％）
、

白
（
二

六
％
）

、

灰
（
九
％
∀

、

青
（
八

％
）

、

無
色
・

透
明
（
五

％
）

、

赤
（

三

％）
、

紫
（

二

％
）

等
と

な
っ

て

い

る
。

「

死
後
」

の

色
に

関
し
て

は
、

白
（
三

五

％
）

、

黒
（
一

五

％）
、

無
色
・

透
明
（

＝
二

％
）
、

灰
（
九

％）
、

青
（
六
％
）

、

黄
（

五

％
）

、

緑
（
二

％）
、

紫
（

一
・
八
％）
、

赤
（

丁
四

％
）

、

茶
と
ピ

ン

ク

（

各

丁

二

％）

と

な
っ

て

い

る
。

　
い

ま、

こ

れ
ら
の

結
果
の

特
色
を

際
立
た
せ

る
べ

く
、

特
に

色
調
の

観

点
か
ら

、

日

本
カ

ラ

ー

デ

ザ
イ
ン

研
究
所
（

NCD

）

の

協
力
を

得
て

分

析

を
試
み

た
。

ま

ず
、

生
の

色
は

、

高
彩
度
色
（

ヴ
イ

ヴ
イ

ッ

ド

ト
ー

ン
）

へ

の

集
中
が

特
徴
的
で

あ
る

。

半
数
以
上

が、

最
も
鮮
や
か
な

彩
度

を
持
っ

た

色
の

名
称
を
挙
げ
て

い

る
。

次
に、

死
の

色
は

大
き

く
黒
と

白

二

つ

の

傾
向
に

分
類
で

き
る
が

、

黒
の

方
が
白
よ
り

丁
五

倍
程
度
多
い

。

一

方
で
、

赤
や
青、

紫
と
い

う
「

は

で
」

な
ト
！

ン

を
回
答
し
た

者
が
一

割
以
上

存
在
す
る

。

「

は
で
」

で

「

あ
か

る

い
」

色
も

死
の

色
と

感
じ
る

学
生
が
約
一

五

％

い

る
。

死

後
の

色
も

黒
と
白
の

両
色
に
集
中
し
て

い

る

が
、

白
は

黒
の

二

倍
以
上
い

る
。

こ

こ

で

は
「

は
で
」

で

「

あ
か
る

い
」

ト
ー

ン

を
回
答
し

た
者
が
二

二

％

に

な
る

。

す
な
わ
ち

、

死
後
の

色
は

死

の

色
よ
り
も
七

％

程
度
「

は
で
」

で

「

あ
か
る

い
」

色
相
が
よ

り
強
く
イ

メ

ー

ジ
さ
れ

て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
結
果
は
「

あ
か
る

い

／
く

ら
い
」

と

「

は

で

／
じ
み
」

を

縦
軸
と

横
軸
に

と
っ

て

ダ
イ
ヤ
グ

ラ

ム

化

（
四
ト
ー

ン

分
析
）

す
る

と
よ

く
わ

か
る

（

図
略
）

。

今
回
の

分

析
結
果
を

要
約

す
る

と
、

生

の

色
イ
メ

ー

ジ

に
つ

い

て

は、

赤、

青
、

黄
、

白
を

中

心
と

し
た
、

「

あ
か

る
い
」

よ

り
も
「

は

で
」

な
色

彩
感
覚
が

目
立
っ

た

結
果
と
な
っ

た
。

こ

の

よ

う
な
結
果
は
、

仏
教
で

い

う
五
色
つ

ま
り
五

大

色
（
地
11

黄
、

水
11
白、

火
匹

赤、

風
11

黒
、

空
11

青
）

（
五

正
色）

や
古

代
中

国
の

五

行
説
（
木
11

青、

火
11

赤、

土
11

黄
、

金
11

白
、

水
11

黒）

に

基
づ

く
色
と
ほ

ぼ

対
応
し

て

い

る
。

従
っ

て
、

生
の

世

界
は
、

基
本
的

に

ア

ジ

ア

の

古
代
的
な

宗
教
的
世
界
観
に
よ

る

伝
統
色
の

配
色

に
無
意
識

的
に

結
び
つ

い

て

い

る

も
の

と

推
察
さ
れ
う
る

。

今
回
紫
色
（
仏
教
で

は

五

つ

の

中
間
色
の
一

つ
）

を

回
答
し
た

理
由
に

つ

い

て

も

調
査
し
た
と

こ

ろ
、

多
く
は

迷
い

や

不
安

、

混
沌、

紫
斑
・

腐
敗
と
い

っ

た

負
の

イ
メ

ー

ジ

で
、

日

本
の

伝
統
的
な

神
聖
さ

は
ほ

と

ん

ど

意

識
さ
れ

て

い

な
か

っ

た
。

ま
た
、

今
回
の

結
果
を

色
彩
語
彙
と
い

う
文
化
人
類
学
の

視
点
か
ら

見
る

と
、

そ
の

発
展
段
階
の

初
期
型
で

あ
る

白
11

死
後
の

世
界、

黒
11

死

（1071）349
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の

世
界

、

赤
11

生
た
る

人

間
の

世

界
と
い

う
構
成
が
基
盤

に
あ
る
よ

う
に

推

察
さ

れ
た

。

芸

術
志
向
の

学
生
た

ち
に

も
ア

ジ

ア

と
い

う
よ

り、

普
遍

的

な
人

間
的

次
元
に

お

け
る

原

初
的
な

色
彩

語
彙
感
覚
が

看

取
さ
れ
た

（

詳
細
は

『

印
度
学
宗
教
学
会
論
集
」

三

八

号
参
照）

。

看

取
り

の

前
後
に

お
け

る

宗
教
民
俗
的
な

体
験
・

想
像
・

語
り

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

相
澤
　
　
出

　

本
報
告
は

、

在
宅
ホ

ス

ピ
ス

・

緩
和
ケ
ア

の

現
場
に

お
い

て
、

看
取
り

と

そ

の

後
の

な
か
で

、

遺

族
が

綴
っ

た

物
語
を
検

討
し

、

在
宅
の

看
取
り

を

経
験
し
た
人
々

が
、

そ
の

経
験
を
ど

の

よ

う
に

受
け
と
め

た
か
を

検
討

す
る

試
み
で

あ
る

。

二

度
に

わ
た

っ

て

実
施
さ
れ
た

在
宅
ホ

ス

ピ

ス
・

緩

和
ケ

ア

遺
族
調
査
の

自
由

記
述
を

み

る

時、

そ
の

な
か
に

は
、

医
療
化
さ

れ、

そ
の

意
味
を
医

療
的
な
死
亡

診
断
（

死
の

三

兆
候
な
ど
が

確
認
さ
れ

る
生
理
学
的
な
死
の

瞬
間）

へ

と

切
り
つ

め

ら
れ
た
病
院
死
と

は
異
な
る

死
の

あ
り
方
が
語
ら
れ
る
ケ

ー

ス

が
珍
し
く
な
か
っ

た
。

　
い

い

か

え
れ
ば、

こ

の

世
と

の

別
れ

を、

亡

く
な
っ

て

い

く
人
（
在
宅

緩
和
ケ
ア

を
利
用
し
た

患
者）

と
、

そ
れ
を
見
守
る

（

そ

し
て

見
送
っ

た
）

周
囲
の

人
々

と

の

関
係
の

な
か
で

は
、

点
で

は

な
く
長
い

時
間
的
な
経
過

と

し
て

の

看
取
り
が
今
な
お
体
験
さ
れ
、

そ
れ

を
め

ぐ
る

多
様
な
物
語
が

紡
ぎ
だ

さ
れ
て

い

る

こ

と

が
う
か

が

わ
れ

た
。

そ
の

体
験
に

は
、

い

わ
ば

宗
教
民
俗
的
な
も
の

と
の

接
点
を
も
つ

も
の

も
含
ま

れ
て

い

た
。

こ

れ

ら

の

記
述
に

注
目
し、

そ
れ
が

ど

の

よ

う
な
物
語
で

あ
る

の

か、

ど

の

よ

う

な
体
験
が

な
さ
れ、

語
ら
れ
、

記
憶
さ
れ

て

い

る

か

を

検
討
す
る

こ

と
を

試
み

た
。

　

本
報
告
の

も
と
と
な
る

の

は
、

二

〇

＝

年
一

月
二

三

日
か

ら

三

月
三

一

日

に
か
け
て、

宮
城
県
・

福
島
県
で

在
宅
ホ

ス

ピ
ス

・

緩
和
ケ

ア

を
て

が

け
る

六
ヶ

所
の

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の

協
力
を
え
て

実
施
さ

れ
た
調

査
で

あ
る

。

質
問
紙
郵

送
（

全

数）

調
査
で

あ
る

。

対
象
と

な
っ

た

の

は
、

二

〇

〇
七

年
】

月
か

ら

二

〇

〇

九

年
】

二

月
の

間
に

、

協
力
先
診
療

所
の

在
宅
ホ
ス

ピ
ス
・

緩
和
ケ

ア

を

利
用
さ
れ

た

患
者
の

遺
族
で

あ
る

。

郵
送
総
数
一
一

九
一

の

う
ち
五

七
五

票
を
回
収

。

回
収

率
は

四

八・
三

％

で

あ
っ

た
。

　

今
回
検
討
し
た

記
述
に

は
、

病
気
（

今
回
の

調
査
対
象
者
の

場
合、

が

ん

患

者
遺
族
が

多
い
）

の

告

知
や

発
症
か

ら
は

じ
ま
り、

在
宅
緩
和
ケ

ア

の

開

始
、

看
病
・

介
護
を
し
な
が
ら

の

患
者
と

家
族
の

時
間
の

お
く
り
方

の

様

子
、

臨
終
そ
し
て

看
取
り
の

あ
と
に

ま
で

い

た

る、

そ
れ
ぞ
れ

の

患

者
と

家
族
（

そ
し
て

遺
族
）

の

間
で

織
り
成
さ
れ

た
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験

が
詳

細
に

書
き
込
ま
れ
て

い

る

も
の

が

多
々

あ
っ

た
。

　
こ

う
し
た

記
述
か
ら
ま
ず
気
付
か
さ
れ
る

の

は
、

在
宅
看
取
り
の

現
場

に

お

け
る

人
々

の

観
察
の

詳
細
さ

、

記
述
の

重

厚
さ
で

あ
る

。

そ
の

観
察

や
記
述
を

う
な

が

し
た
の

は
緊
迫
し
た、

濃
密
な

時
間
の

流
れ

と
、

患

者

と

そ
の

周
囲
の

人
々

の

関

係
性
の

厚
み
で

あ
る

。

患

者
と

家
族
の

体
験

は
、

反
芻
さ
れ

、

解
釈
さ
れ
続
け
て

い

る

様
子
も

う
か

が

わ

れ

た
。

　
こ

れ
ら
の

観
察
者
の

目
は
、

普
段
と

異
な
る
わ

ず
か

な
、

さ

さ

い

な
こ

と

も
見
逃
さ
な
い

鋭
い

も
の

で

あ
り、

そ
の

記
憶
は
か

な

り
詳
細
な
も
の

で

あ
る

。

そ
こ

で

捉
え
ら
れ
る

事
象
に

は
、

多
種
多
様
な

「

不
思
議
」

と

さ

れ
る
事
柄
が
含
ま
れ
る
の

も
珍
し

く
な

か
っ

た
。

し

か
も
そ
れ
ら
は
、

伝
統
的
な

民
俗
宗
教
的
な
も
の

と

接
点
を

も
ち
な
が
ら
も

、

か
な
り
自
由

な
、

型
に
は

ま
ら

な
い

も
の

で

あ
っ

た
。

在
宅
看
取
り
の

現
場
に

お
い

て

は
、

亡

く
な
っ

て

い

く
人

、

そ
し

て

亡
く
な
っ

た
人
を
中

心
と
し

な
が

ら、
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